
給食管理実習の検討（第1報）

－実習生の疲労度について－

はじめに

給食管理実習は，すでに学んだ知識・技能を実践に移

し，栄養士として必要な能力を養う場である。本学にお

けるこの実習は，調査時には1年後期に1グループ約7

名の編成で，1グループ連続1週間ずつ実施している。

作業時問は午前8時50分から午彼5時までで，昼食を作

成している。（ただし，53年度から週1回通年実習のカ

リキュラムに変更した）。実習は原則として土曜日に始ま

り金曜日に終る。土曜日は献立表の確認乱試作，市場調

査，給食物資の購入など，月曜日から木曜日は現場の給

食作業一金曜日は諸帳縛の完成，会計処理などにあてて

いる。グループ内にはそれぞれ栄養係（当日の当番であ

る。献立作成，栄養指導，食数把撞，発注，検収，奨習

終了後の点検など），調理係（作業計画表作成，調凰

盛付などの指導），衛生係（食器，器具類，実習室，食

堂，トイレ，その他全般の衛生管理），記録係（帳簿の

記入，アソケートなど），会計係（集金，支払い伝票の

整理など）が決められ，各係は毎日交替し，互に助け合

って給食作業を進めている。食事は単一性で，御飯に汁

物と副食2′、ノ4品，または，1品物（スパゲッティ，う

どんなど）に副食1′〉2品の形態である。輿食数は100′、ノ

ユ20食で，1食当りの費用は200円である。

この実習は，受身的な学外実習に比政すると，より自

主性，積極性，研究心が要求され，給食作業における

Management Cycle（計画・実施・検討）は，すべて

実習生の責任において行われている。したがって，やり

がいはあるが大変な実習でもある。その上給食作業は，

立作業で高温多湿な環境，切凰やけど，食中毒，火災

などの危険性と表裏であるなどの悪条件が加わるので，

学生は平日の授業よりも疲労するのではないかと考え

る。疲労は学習意欲を低下させ専政の原因にもなるが，

大規模な設備による大量炊事の事故は，爆発的でその危

事は大きいので，事故を未然に防止する努力は指導者に

とって非常に重要であり，かつ，最も神経の使うところ

である。
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疲労は「生体の種々の変化から推定される1つの抽象
1）2）

された概念である」ので，疲労を直ちに計測の対象とす

ることはできなく，主観的ないし客観的に測定された結

果から判定している。従来から行われてきた疲労の鄭定

法は種々あるが，どれも1種叛で完全な方法はないの

で，できるだけ多角的に調査測定することが望ましい。

しかし，給食管理実習時における実習生の疲労度を測定

する場合には，時間的にかなり制約をうけるので，著者

は調査可能な範囲においてその疲労度を，自覚的疲労感

と生理的影響の両面から測定し，指導上の基礎資料にし

た。

調査方法

（1）調査対象‥昭和52年4月本学入学，食物専攻生

（健康な女子）43名。

（幻　調査期間：給食管理実習は，昭和52年11月に始ま

りユ2月に終る。この間1グループ1週間ずつ実習してい

るので，調査は現場の給食作業をしている4日間に実施

した。実習室の正午の平均気温は16．70C（標準偏差

1．48），平均湿度は67％（標準偏差6．60）で，作業環境

は比較的良好であった。

（3）調査方法

①　自覚的疲労症状と身体の疲労部位調査：日本産第
1）　　　2）

衛生協会産業疲労委員会漢の自覚症状調査表と人体園を

現場奨習4日目の給食作業終了直後に実習生に渡し，4

日間の現場実習による疲労の自覚症状と身体の疲労した

部位を記入させた。

㊥　生理的疲労度の鄭定：疲労の測定法は完全な方法

はないので，必ず2ノー－′3饉以上の方法を同時に行って調

べることになっている。本調査は，フリッカー謝定器F

LlO董臥連続色名呼称板，タッピソグ測定器（以上柴田

化学製）と東洋炉紙製巻取pH試験紙BTB（pH5．8′、ノ

8．2）を用い，フリッカー値，色名呼称値，タッピソグ

値，唾液pH値の4種の測定を行った。フリッカー値の

測定は，セクターの回転数をちらつきのみえない高いス
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ピードから次第にスピードを下げていって，ちらつきが

視認される開値を測定し，これをC／S（サイクル毎秒）

で表した。色名呼称値は，100個の色票を呼称した時の

所要時間を読んだ。また，同時に，呼称による誤り，脱

落，訂正数も記録した。色名呼称値は，生理的梯能が低

下すると所要時間は長くなるので、機能低下率を他の測

定値と比較する場合には逆数計算をした。タッピソグ値

は，タッピソグ器のつまみを指で最大努力をもって30秒

間連続打叩した時の打叩数を測定した。唾液pH値は，

先づ，口腔内を水道水でよくすすぎ，ついで，小豆大の

脱脂綿を舌下にいれて，舌下腺から分泌する唾液を脱脂

綿に吸収させた後，とりだしてpIi試験紙につけ，変色

域のpHを鄭定した。各々の削定は1日3回，すなわ

ち，作業前（朝），午前作業直後（昼），午後作業直後（夕）

に実施した。

結果と考察

1　自覚的疲労症状と身体の疲労部位

1）自覚的疲労症状の項目別訴え率

4日間の給食作業における自覚的疲労症状を，30項目

別にみると表1のとおりである。自覚的疲労症状の調査

方法では，肉体的負担の強い作業ほど身体的症状の訴え

率が高くて全体の訴え数は少なく，神経的な負担の強い

作業では，精神的及び神経感覚的症状の比率が大きく

て，全体の訴え数ば多いといわれている。今回の調査で

は，身体的症状35％，精神的症状31玖　神経感覚的症状

14％であるので，給食管理実習は，肉体と精神の中間労

働として位置づけられると考える。

項目別に検討すると，訴え率が最も高いのは「ねむく

なる」の症状で，実習生の88％がこの症状を訴えている

ので，事故防止上注意が必要である。ついで訴え率が高

いのは，63％を示す「限が疲れる」の症状である。上位

2項目は，精神的症状と神経感覚的症状であるが，身体

的症状である「足がだるい」「全身がだるい」「体のど

こかが痛い」なども頻度高く，各症状とも約半数の人が

訴えている。訴え数は強制された労働ほど多く，そし

て，作業の経過と共に増大するのが一般的債向である

が，今回の実習では，実習に対する精神的負担が，自覚

的疲労症状の訴え率を助長させたのではないかと考え

る。作業分担の難易度の調査では，調理係が最も大変で

あり，ついで，栄養凰会計係，衛生係，記録係の順に

なっている。栄養係が調理係よりも負担が軽いのは，栄

養係の重要な仕事である献立作成が実習日にはすでに完

成しているため，当日の作業は比較的容易になっている

からであろう。これに対して調理係は，その日の献立に

もとづいて作業計画をたて，味付け，盛付けなどの指導

第33号1978年

をしなければならないので，当日の仕事は大変であると

考える。

2）身体の疲労部位とその頻度

給食作業において，身体のいかなる部位に疲労症状が

現れるかを調査すると，表2のとおりである。最も疲労

が大きい部位は，限部と右肩肝部で，各々37％の訴え者

がいる。ついで頻度が高いのは，頭部28％，腰部26％，

左肩肝部及び右下腿部各々23％，左下腿部21％，右上腕

表1　自覚症状の項目別訴え率

項　　　　目　　l訴え率

1　頭が重い

2　頭が痛い

3　全身がだるい

4　体のどこかが痛い

5　肩がこる

6　いき苦しい

7　足がだるい

8　つばがでない

9　あくびがでる

10　ひや汗がでる

A　項　目　の　平　均

精

神

的

症

状
（

B
＼＿．．′

11頭がぼんやりする

12　考えがまとまらない

13　1人でいたい

14　いらいらする

15　ねむくなる

16　気がちる

17　物事に熱心になれない

18　ちょっとしたことが思い出せない

19　することに自信がない

20　物事が気にかかる

B　項　目　の　平　均

21日が疲れる

22　日がしぶい

23　動作がぎこちなくなる

24　足もとがたよりない

25　味がかわる

26　日まいがする

27　まぶたやその他の筋肉がピクビク

する

28　耳なりがする

29　手足がふるえる

30　きちんとしていられない

C　項　目　の　平　均

全　　体　　の　　平　　均
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部19％の順である。蓑の他に，頻度は少ないが，頚部，

背乱肩肝関節瓢　左前膵瓢手関節部，膝関節部など

にも疲労が現れている。

一般に，筋肉作業による疲労は腰部，上肢，下肢など

に頻度が高く，精神作業では頭部に頻度高く，躯幹は中

等度の筋肉作業を伴う精神作業において高くなるといわ

れている。今回の給食作業では，頭部・眼部に疲労頻度

が高いので，精神作業による疲労は見逃せないが，躯幹

部もかなり頻度は高く，また，他の身体各所にも疲労部

位が存在するので，実習は単純な労働ではないことが認

められる。

つぎに，疲労程度が大きくなると疲労部位数も一敗に

は増加債向を示すので，1人当りの疲労部位数を調査す

ると，図1のとおりである。疲労部位数の最頻値は級間

9′、ノ11で，約35％の人がこの級間に含まれている。つい

で級間6′－8の人が約26％いるので，自覚的疲労症状は

比較的多くの部位に現れている。しかし，級間0／〉2に

含まれる心身ともに強健な人も若干いる。

表2　身体の疲労部位

（頻度9％以上）
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図11人当りの疲労部位数

身体的症状と精神的症状の頻度との関係

r＝0．500

0　10　20　30 40　50　60　70　80 90100

身体的症状の頻度（％）

図3　身体的症状と神経感覚的症状の頻度との関係

●　　　　●　　　　●

t　　　　　　　●　　　◆

r＝0．297

10　20　30　40　50　60　70　80　90100

身体的症状の頻度（％）
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図4　精神的症状と神経感覚的症状の頻度との関係

●　　　　●　　　　■　　　　■

●　　　●　　　　●　　　●　　　■

r＝0．283

10　20　30　40　50　60　70　80　90100

精神的症状の頻度（％）

3）身体的・精神的・神経感覚的症状の相互関係

三症状の各々を縦軸と横軸にとり，その頻度関係を調

査すると，図2′〉4になる。相関係数（r）は危険率1

％で身体的症状と精神的症状とは有意で両症状間には関

連性があることが認められるが，身体的症状と神経感覚

的症状及び精神的症状と神経感覚的症状間には危険率5

％でも有意差が認められない。しかし，この相互関係は

疲労度の大きさによって変化すると考える。

2　生理的疲労度

1）生理的機能の測定値と機能水準の低下（上昇）率

給食作業における生理的疲労度を4種の測定器で計軋

すると，蓑3になる。4日間の作業前の測定値は，フ

リッカー値では41．4～42．3，色名呼称値では45．3－

52．2，タッピソグ値では189．5～192．3，唾液pH値では

6．4～6．6である。作業前値の曜日間の差は，フリッカー

凰　タッピソグ値，唾液pH値が小さく，色名呼称値が

大きい。また，個人差もこの傾向にある。すなわち，1

日目の作業前値について変異係数（S．D／斎×100）を求

めると，フリッカー値6．47，色名呼称値16．53，タッピ

ソグ値8．16，唾液pH値9．29となり，色名呼称値が最も個

人差による変動が大きく現れている。なお，色名呼称値

では作業前値が経目的に向上し（測定値は小さくなる）3

日日に最高値を示しているのは，測定器に対する馴れで

あると考える。タッピソグ値も若干この懐向にある。フ

リッカー値と唾液pH値は馴れの影響が認められない。

つぎに，作業前値を100として，午前作業直後（昼）

と午後作業直後（夕）の生理的検能の変動率を求める

と，表4になる。標準偏差の測定器間の差は実測値の場

合ほど大きな開きはないが，経日的変動は，測定器の種

叛により低下または上昇している。そこで，疲労を示す

数値の変動の要因を，個人，朝・昼・夕，日の経過とみ

るとき，その変動に有意性があるか否かを，≡元の分散

分析浜で検討した。結果は衷5のとおりである。個人間

の変動は，何れの測定器でも危険率1％で有意になる

が，朝・昼・夕の変動は，唾液pH値のみ危険率5％で

有意であり，経日的変動は，色名呼称値のみ危険率1％

で有意になる。交互作用は，フリッカー値の個人と臥

色名呼称値と唾液pH値の個人と朝・昼・夕が危険率1

表3　測定値の平均と標準偏差

注：C／S＝サイクル怨秒
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表4　機能低下（上昇）率の平均値と標準偏差

注：朝（作兼前借）＝100

％または5％で有意になる。したがって，疲労をもたら

す要因として，1日の作業や経日的作業による要因より

も，個人差の要因の方が疲労に強く寄与していることが

認められる。

表5　測定値の分散分析表

要　　因　l s l≠l tl

個　　人　因

日　　飼

朝・昼・ク（功

AXB l　135．41

……；

051

491
1

43

40

101

3

2

30

20

注：＊印は危険率5％で有意，＊＊印は危険率1％で有意

フリッカー値と色名呼称値の低下は，大脳中枢横能の

低下による精神疲労を表しているが，生理的磯能の低下

率及び色名呼称時における誤り，脱落，訂正数の少ない

ことなどから判定すると，実質的な椅神疲労はそれほど

大きくはないと考える。タッピソグ値は末梢の運動磯能

を示すもので，大脳磯鰭とは培抗関係にあるが，ともに

低下する時には疲労が大きいといわれている。しかし，

実習生のタッピソグ値の1日内の変動及び経日的変動

は有意にならなかった。これらの結果を綜合すると，実

習生の疲労度は個人差が大きいが，平均値から考察する

と，自覚的疲労症状で示されるほど疲労度は大きくない

と考える。唾液pH値は身体の生理的恒常作用によりあ

まり変動するものではないが，疲労度が大きくなると

pH値は若干低下すると考える。しかし，今回の鄭定で

はこの慣向がみられず，むしろ1日の作業では有意に上

昇した。今後測定法を含め再検討したい。

2）日間低下（上昇）率と週間低下（上昇）率との関

係

生理的機能低下（上昇）率の1日内（朝・昼・夕）の

変動と，経日的変動との間に相閑々係があるか否かを検
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討するために，次式により日間低下（上昇）率と週間低

日間低下（上昇）率＝琵呂芸墨呂諸芸悪霊×1∞（％）

週間低下（上昇）率＝艶雲隻語諾諾×1∞（％）
－100

図5はその相閑々係をあらわす。相関係数（r）は危

険率1％で各測定器とも有意で，日間低下（上昇）率と

週間低下（上昇）率とは関連性をもっていることが認め

られる。相閑々係はタッピソグ値が最も大きく，つい

で，色名呼称値，フリッカー低唾絞pH値の順であ

る。フリッカー値の相関直線は労働の種類によってこと

なり，日間低下率を縦軸に，週間低下率を横軸にとって

相関直線をみると，肉体労働の場合には，疲労の蓄積が

少ないので直線は急候斜するが，精神労働の場合には，

債斜がゆるやかになるといわれている。今回の拙走値は

低下率の数が少ないので，この点の検討はしてない。

3）自覚的疲労症状と生理的疲労度との関係

自覚的疲労症状が生理的機能にいかなる程度影響するか

を検討するた鋸こ，自覚的疲労症状の度数の多い身体的

症状と精神的症状について，その度数と生理的機能の謝

定値との相閑々係を検討した。結果は表6のとおりであ

図5　日間低下（上昇）率と週間低下（上昇）率の相関

－20

第33号1978年

ー10　　　　0　　　　10　　　　20

週間低下（上昇）率（％）

－20　　　－10　　　　0　　　10　　　　20

週間低下（上昇）率（％）
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図6　フリッカー値の低下（上昇）率の頻度分布曲線

図7　色名呼称値の低下（上昇）率の頻度分布曲線
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図8　クツビング値の低下（上昇）率の頻度分布曲線

2　　3　　8　13　18　23く

I l l l t

－2　　7　12　17　22

2　　3　　8　13　18

1　1　1　1　1

－2　　7　12　17　22

長野県短期大学紀要



る。

相関係数（r）は，身体的症状と色名呼称値が危険率1

％で有意であり∴精神的症状とフリッカー値が危険率5

％で有意になっている。すなわち，身体的疲労度が増加

すれば色名呼称値は低下し，精神的疲労度が増加すれば

フ・リッカー値は低下している。しかし，精神疲労を表す色

名呼称値と精神的疲労症状との間は有恵ではなく，ま

た，他の組み合わせでは，疲労症状と測定値との間に有

意性が認められないので，今回の給食作業程度では，自

覚的疲労症状の消長と生理的疲労度とは必ずしも一致し

ていない。

表6　自覚的疲労症状と測定値との相関（r）

注：＊印は危険率5％で有意，＊＊印は危険率1％で有意

4）疲労の個人差について

三元の分散分析法により，疲労の要因は個人差が最も

大きいことが明らかになったので，生理的機能の低下

（上昇）率の頻度分布を調査した。結果は図6ル9のと

おりである。

頻度分布型は，フリッカー値とタッピソグ値は正規分

布に似た分布状態であるが，色名呼称値と唾液pH値は

分布に変化とズレがある。特に色名呼称値の3日目は最

頻値がH側になり，かなり多くの疲労者が現れている。

しかし，この分布は4日目の午後になると実習最後の頑

張り（意志カ）がでるためか，正規分布に挟似してい

る。唾液pH値は州側に分布が多い。

フリッカー値は作業後5％低下までは一般にみられる

が，10％以上低下するときは疲労が大きいと考えられて
3）

いるので，10％以上低下した人を調査すると，1日目の

昼0％，ク9％，2日目の昼2％，夕12％，3日目の昼

11％，ク6％，4日日の昼3妬，ク6％となり，作業2

日日のクと3日日の昼に疲労者が多く認められる。大島

品中間疲労の場合，フリッカー値の日間低下率の好

ましい限界は－7％，可能な限界は－1395，また，週間

低下率の好ましい限泰は－3玖可能な限界は－13％と

している。今回の給食作兼では，日間・週間ともに可能

な限界を越える人はいなかったが，好ましい限界を越え

る人は日間低下率では9％であるが，週間低下率では23

％もいる。色名呼称値の判定は標準値がまだ示されてい

ないが，フリッカー値と同様の基準で考えてもよいとさ
3）

れているので，10％以上機能の低下した人を調査する

第33号1978年

と，1日目の昼9％，夕5％，2日目の昼14％，ク12％，

3日目の昼31％，夕26％，4日目の昼17％，夕8％で，3日
5）

目に最も疲労者が多い。タッピソグ値は狩野によると，

変動率（作業後の打叩数／作業前の打叩数×ユ00）が－5

％以上であると疲労があるといわれている。この頻度は，

1日日の昼9％，夕14玖2日目の昼と夕各々19％，3日

目の昼17玖夕22％，4日日の昼14玖夕11％なので，疲労

者は2日目と3日日に多い。唾液pH値は個人差はある

が，6．8附近が正常状態，6．4及び7．2附近が疲労状態，6．0
6）

及び7．5附近が過労状態にあるといわれている。この判定

基準で検討すると，実習生の平均pH値は，作業前借で

は疲労状態ないし疲労状態と正常状態の中間のpH値に

なっており，作業後値は大体正常値を示している。しか

し，一般的には疲労してくるとpH値は低下すると考え

るので，生理的磯能の低下の目安を，正常状態と疲労状

態のpH値の差として，pH値が0．4以上低下した人を調

査すると，1日目の昼9％，夕2％，2日目の昼と夕各々

9％，3日目の昼6％，夕11％，4日目の昼3％，夕14％

になっている。また，同様にして正常状態と過労状態の

pH値の差である0，8を目安として，これ以上低下した人

を調査すると，1日目と4日目は0％，2日目の昼5％，

夕795，3日目の昼と夕各々3％になっており，他の測

定値と同様に疲労者は2日目と3日員に多く認められ

る。以上は，生理的機能の低下から検討した結果である

が，個人的には生理的磯能が道に向上している人がいる

ことも念頭におかなくてはいけない。すなわち，個別に

は機能が向上している人や，すでに疲労限界にきている

人がいるので，画一的な給食指導は危険であり，各人の

体力に合せたきめ細かな指導が大切である。

要約

給食管理実習における奨習生の疲労度を，自覚的疲労

症状と生理的機能の測定値（フリッカー値，連続色名呼

称値，タッピソグ値，唾液pH値）の両面から検討する

と，つぎのようになる。

（1）給食管理実習は，肉体と精神の中間労働である。

（2）自覚的疲労症状の訴え率は「ねむくなる」の症状

が88％で最も多い。ついで，「眼が疲れる」「足がだる

い」「全身がだるい」「体のどこかが痛い」などの症状

が51％′）63％現れている。

（3）身体の主な疲労部位は，頭部，限部，肩肝部，腰

部，上膵部，上腿部，下腿部などである。1人当りの疲

労部位数は9′）11が最も多い。

（粛　疲労の身体的症状と精神的症状間には危険率1％

で相閑々係が認められるが，身体的症状と神経感覚的症

状及び精神的症状と神経感覚的症状間には危険率5％で

も相閑々係が認められない。

（5）実習生の作業前の機能水準は，フリッカー値41．4
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一42．3，色名呼称値45．3”52．2，タッピソグ値189．5′）

192．3，唾液pH値6．4ル6．6の範囲にある。

（6）作業による生理的機能の低下（上昇）率を三元の

分散分析法で検討すると，個人差が最も著しい。1日の

作業及び経日的作業による変動は，個人差ほど明瞭では

ない。

（7）日間低下（上昇）率と週間低下（上昇）率との相

関は大体0．5で，危険率1％で有意になる。

（8）今回の給食作業程度では，自覚的疲労症状と生理

的疲労度とは必ずしも一致していない。

（9）個人的にはかなり疲労している人もあり，フリッ

カー値と色名呼称値の機能変動率の頻度分布で検討する

と，機能が10％以上低下している疲労者は，作業2日目

と3日目に最も多い。これらを考慮したきめ細かな指導

が必要である。

おわりに，本研究について，ご懇庸なるご助言を賜った

本学羽田正義教授，ならびに，調査にご協力下さった本

学卒業生神林栄子見被検者となった学生諸氏に厚くお
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礼申上げます。

なお，本文の要旨は昭和53年日本栄養改善学会で発表

した。
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